






要約神経芽腫マス・スクリーニング(MS)の費用便益を検討するために、神経芽腫のモデル

ケース、MS 発見例、非発見例に分けて、医療費を分析した。対象は過去 3 年間に我々の

施設で診療した、MS 群 14 例非 MS 群 5 例、精密検査群 8 例の計 27 例である。モデル症例

の医療費の内訳は精密検査例約 15 万円、Stage I 約 110 万円、StageⅡ230 万円であった。

実際に要した費用の平均は Stage I(8 例)260 万円、StageⅡ(3 例)190 万円、StageⅣs(1

例)410 万円、StageⅢ(4 例)540 万円、StageⅣ1,850 万円であった.StageI、Ⅱの医療費の

大部分は治療開始 3 ヵ月以内のものであったが、StageⅣでは長期にわたるほど増加し

た.MS 群と非 MS 群に要した医療費を分析すると、MS 群ではスクリーニング費用を入れて

約 1,800 万円、非 MS 群でも 1,800 万円であり両者の間に差はみられなかった.非 MS 群の

大部分は高額の医療費を要する StageⅣであり、完治した子供の将来を考えると、本スク

リーニングは非常に有益な方法である.


